
取
り
付
け
る
C

7
外
出
す
る
と
き
は
、
隣
り
や
管

理
人
に
か
ひ
と
声
。
か
け
、
留
守

を
頼
む
。

マ
ア
パ
ト
な
ど
廊
下
で
知
ら
な

い
人
を
見
掛
け
た
ら
「
ど
ち
ら
を

ー
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
十
八
歳
の
青
年
が
死
亡
し
て
い
ま
ま
す
。
お
訪
ね
で
す
か
」
ひ
と
声
か
け
る
。

の
死
亡
事
故
で
す
。
先
日
(
立
月
す
。
み
な
さ
ん
、
忙
し
い
と
さ
こ
そ
マ
家
の
周
り
に
は
、
入
り
一
易
く
な

3
白
午
後
4
時
お
分
ご
ろ
)
も
、
こ
の
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
h

の
出
安
全
運
転
、
安
全
走
ぢ
札
心
掛
け
る
籍
や
踏
み
台
は
放
置
し
な
い
。

大
神
地
区
で
ス
ピ
ー
ド
を
山
出
し
過
し
過
ぎ
は
、
自
ら
死
へ
の
道
を
一
走
ま
し
ょ
う
。

ぎ
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
い
を
謀
っ
て
、
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り

人口 235，180人

設構 75，596t空宇葬

(62年 11月 l日現在)

衝
は
人
の
波
、
道
路
は
車
の
洪
水
‘
。
街
全
体
が
何
と
な
く
気
ぜ
わ
し
く
な
る
の

が
師
走
で
す
。
そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
が
、
犯
罪
や
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す
。

平
塚
警
察
箸
で
は
、
十
二
月
一
白
か
ら
一
月
十
日
ま
で
を
「
年
来
年
始
特
別
警
戒
」

と
し
、
犯
罪
や
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
特
別
警
戒
在
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
、
忙
し
い
と
き
こ
そ
か
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の
心
U

を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

平
翠
巾
内
で
起
き
た
交
通
事
故

は
、
十
一
月
三
十
日
翠
仕
七
百
一
一
一

十
四
件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
、

二
十
一
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
前
期
と
比
べ
る
と
、

死
亡
は
十
一
人
も
増
え
て
い
ま

す。
な
か
で
も
百
万
つ
の
が
、
高
校

生
な
ど
、
若
者
の
二
橋
ト
ラ
イ
パ

ヤ
大
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、
車

か
一
一
人
以
上
に
す
る
。

マ
不
審
な
人
や
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
が
近
寄
っ
て
き
た
と
き
は
、

市
内
の
飲
溺
運
転
に
よ
る
交
通
負
楊
者
三
十
一
人
と
な
っ
て
い
ま
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
十
分
注
意
す
る
。

事
故
は
、
十
一
同
月
三
十
臼
現
在
一
一
一
す
。
事
政
を
起
こ
し
た
人
に
そ
の
故
を
な
く
す
た
め
、
次
の
よ
弓
忌
マ
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
の
所
持
品

十
二
件
で
、
恩
来
者
死
亡
一
入
、
漂
白
を
開
聞
く
と
「
あ
ま
り
酔
っ
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
は
、
車
道
と
反
対
側
に
持
つ
。

い
な
い
と
思
っ
た
の
で
」
と
か
、
民
の
み
な
さ
ん
も
必
ず
お
守
り
く
マ
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
大
声

「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
だ
さ
い
。
で
助
け
を
求
め
る
。

と
患
っ
た
か
ら
」
と
い
っ
た
、
自
マ
家
庭
で
は
①
車
で
運
転
し
て

分
勝
手
な
甘
い
判
断
か
ら
運
伝
き
た
客
に
は
漉
を
出
さ
な
い
。
②

し
、
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
ア
車
芝
山
掛
け
る
と
き
は
、
酒
を
飲

ル
コ
ー
ル
は
ま
ひ
剤
で
あ
り
、
還
ま
な
い
よ
う
に
「
ひ
主
戸
一
か
け

転
に
必
要
な
能
力
(
認
知
、
判
る
。
③
事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨

断
、
実
行
)
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
さ
を
、
本
涯
の
話
題
に
す
る
。

う
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
ヤ
職
場
で
は
e

交
通
安
全
戟
占

こ
れ
か
ら
年
来
年
始
を
迎
一
九
、
徹
媛
、
飲
沼
運
転
迫
撃
思
議
〆

忘
年
会
な
ど
酒
を
飲
む
機
会
が
多
揚
を
図
る
。

く
な
る
と
、
さ
ら
に
、
飲
酒
運
転
マ
地
域
で
は
?
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な

に
よ
る
交
通
事
故
の
品
発
が
予
想
い
、
乗
る
な
A
飲
ま
な
い
、
乗
る

さ
れ
ま
す
。
平
塚
警
察
署
で
は
、
な
ら
飲
ま
せ
な
い
を
櫛
田
底
す
る
。

マ
買
い
物
か
ご
な
ど
に
財
布
を
入

れ
る
と
き
は
、
外
か
ら
見
え
な
い

年
来
年
始
は
、
質
い
物
客
や
初
た
件
数
は
、
十
一
口
付
一
一
一
十
日
現
在
い
が
集
中
的
に
発
生
(
二
十
ハ
判
じ
よ
う
に
す
る
。

も
う
で
な
ど
、
外
出
の
機
会
が
多
一
一
千
四
十
五
件
で
、
昨
年
同
期
と
し
て
い
ま
す
。
明
石
町
や
紅
谷
マ
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
、
無
造
作
に

く
な
り
、
つ
い
う
っ
か

D戸
締
ま
比
べ
る
と
四
十
六
件
も
増
え
て
い
町
、
錦
町
は
、
衛
局
衝
と
い
う
こ
手
に
さ
け
た
り
、
一
一
周
に
掛
け
な
い

り
を
忘
れ
、
ド
ロ
ボ
ー
に
入
ら
れ
ま
す
。
と
も
あ
り
、
お
痕
荒
ら
し
が
自
立
よ
う
に
す
る
。

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
地
域
的
に
は
、
八
幡
、
素
土
守
っ
て
い
ま
す
。
忍
び
込
み
ド
ロ
ボ
マ
大
金
は
飢
身
に
つ
け
る
。

安
き
桑
や
ド
ロ
ボ
ー
に
入
ら
れ
沼
之
官
斉
田
村
と
い
っ
た
国
道
一
ー
は
、
各
地
域
と
も
平
均
化
し
て
ヤ
込
み
合
う
乗
り
物
は
、
乗
降
口

二

九

帯

線

沿

い

に

、

空

き

巣

ね

ら

い

ま

す

。

付

近

が

最

も

危

険
1

ド
田
、
木

i
鶴
ぐ
記
同
協
乗
り
物
盗
み
霊

マ
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

空
缶
詰
果
被
警
の
八
二
軒
は
、
木
込
み
の
多
く
は
、
か
ぎ
を
か
立
忘
キ
1
亭
援
を
」
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

造
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
と
な
っ
て
れ
た
慾
や
笈
薦
、
勝
手
口
な
ど
か
マ
駐
車
場
付
近
て
不
審
な
人
を
見

い
ま
す
。
一
戸
建
て
住
宅
で
は
、
ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。
か
け
た
と
き
は
、
一
一

O
番
す
る
。

サ
ッ
シ
窓
を
壊
し
て
か
ら
、
ア
パ
ド
ロ
ボ
ー
を
妨
ぐ
に
は
、
次
の
マ
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
し
、
車

F

1
ト
で
は
、
か
ぎ
を
か
け
忘
れ
た
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
体
に
住
焼
、
氏
名
を
記
入
す
る
。

玄
関
な
ど
か
ら
侵
入
し
て
い
ま
マ
外
出
す
る
と
き
は
、
戸
締
ま
り
マ
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

す

。

の

確

認

を

す

る

。

羨

し

込

み

錠

の

ほ

か

に

ワ

イ

ヤ

ー

ま
え
夜
間
に
侵
入
す
る
忍
び
マ
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
の
補
助
錠
を
錠
を
か
け
る
。

ス

リ

の

防

ヰ
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(2) 喜召利62王手守 2月オ 58第 437号

~'88年経済動向のゆくえ~

沼特 1月14混同午後2持
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ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方

酪
農
家
の
朝
は
恩
!
い
。
佼
も
と
ら
え
な
が
ら
、
力
強
弓
牛
一
き

明
け
ぬ
う
ち
か
ら
、
割
引
の
搾
乳
て
一
付
く
滋
農
一
家
の
姿
を
追
っ

の
準
備
が
始
ま
る
。
搾
乳
は
、
て
行
く
。

機
械
化
が
進
め
ら
れ
、
自
動
的
こ
の
「
わ
が
家
の
酪
農
経

に
搾
ら
れ
た
牛
乳
は
、
パ
イ
営
」
は
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
マ
」

ブ
を
通
っ
て
タ
ン
ク
ヘ
送
ら
れ
ん
に
ち
は
神
奈
川
」
の
蚤
組
で

る

。

放

映

す

る

。

こ
の
よ
う
に
、
酪
農
一
家
の
マ
放
映
日
待
ロ
月
四
臼
午
前

一
け
い
が
始
ま
る
が
、
都
市
近
郊
れ
時
必
分
i
u時
(
日
分
間
)

の
中
で
の
酪
農
経
営
は
、
ふ
ん
マ
放
送
局

T
V
K
(テ
レ
ピ

燥
に
よ
る
環
境
汚
染
や
牛
乳
の
神
奈
川
・

U
H
F
)

生
藤
誠
致
、
後
継
者
の
花
嫁
不
な
お
、
放
映
レ
た
一
ブ
レ
ピ
は

足
な
ど
、
難
し
い
面
が
い
ろ
い
後
日
、
阪
書
館
筏
聴
覚
ヲ
イ
ブ

ろ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
一
フ
リ
ー
で
貸
し
出
す
。

月
3
土
曜
d
9
時
《
四
時
四
分

福

祉

会

抽

出

お

i
一一一一一一一一一一一

コ
心
開
こ
と
相
談
毎
週
月
瞳
目
、
日
時
1
日
時

。
母
子
相
談
革
週
月
1
金
曜
説
、

9
時
3
M時

。
家
壌
市
児
麓
揖
該
毎
週
月
よ
茸
曜
日
、

9
時
1
日
時

。
高
齢
者
総
業
相
議
毎
趨
月
1
金
曜
日
、

9
時
加
分
1
日
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
婦
人
相
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
3
日
時

関連展とベルリンの艶

グラフィティ写真展

12ßl16 国側~20寂(臼)

会場中央公渓書官

問い合わせ先地域づくり諜文化係



年の瀬は、各家庭で大清掃が行われるため、

l討されるごみの量が非常に多くなる。そのう
え、年末年始は、ごみ収集が休みとなるた

め、収集臼を関コ宴えると正月をごみの中で辺

平
塚
駅
東
側
に
あ
る
一
歩
行
者

専
向
地
ず
選
安
、
自
転
車
が
突

っ
走
る
，
違
反
者
。
が
後
を
絶

た
な
い
。
車
い
す
、
身
体
障
害

者
、
幼
児
、
お
年
寄
り
な
ど
、

大
変
迷
事
、
差
し
て
い
る
。

特
に
較
タ
の
一
ブ
ッ
シ
ュ
時
が

多
く
、
『
去
¥
た
め
か
、
半
数
が

乗
車
し
た
ま
ま
の
通
過
で
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
自
転
車

と
い
え
ど
も
、
足
っ
て
い
れ
ば

凶
器
と
な
る
。
必
ず
、
ひ
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

とき 1ヲ15El (金)
会主義市民センターホール

プログラム
F事纂郷土芸能 r~成所太鼓J

城戸月太鼓保存会

式典 成人言己念作文の入遂考の表彰

記念言講演

テーマユーモア包米比較論

議富市 ヂーブ・スベク少

※成人式に参加された方に記念品を贈呈する。

市民センターには、駐車場がないので、ご了車を。

担当 市良部青少年課内緯 (506)

2事l察1
第2務3

年末 12月30fJ (火〉正午まで受付
年始 1月 4C'l月)から受付

遠藤原般廃棄物最終処分場電

年末 12月30日(水)正午まで受付
鼠始 1月 4日(月)治、ら受付
。総大ごみ破砕処現場電話22…4557
年末業務用は、 12月29日正午まで受付

般は、 12月30日正午まで受付
年始業務用も般も 1月 48から受付

可燃ごみ

〔汚・木収集地l8:1
年末 12月28臼(月)まで収集
年始 1 PI 4日(月)から収集

{火 E 金奴築地区]

年末 12月羽田(火〕まで収集

年始 1月 5臼(火〕から収集

[ホ・土収集地区]

年末 12月初日(水)まで収集

年始 1月 6日(水)から収集

〔丹・水 a 金奴集地区]

年末 12月30日(水)まで収集
年始， 1月 4日(月)から収集

〔火，木 a土収集地区]

年末 12月29日(火)まで収集
年始 1月 5沼(火)から収集

可燃不透ごみ

年末 12月28臼(月)まで平常どおり収集
年始 1月 4日(丹〕から平常どおり収集

資源手専念ごみ

年末'''12月初日(月j まで平常どおり収集
年始 1月 5日(火)から吉区常どおり収集

12 

※問m奇、ことj尺地区の方へ
第 1、 3月曜日が可燃不透ごみと資源再生

ごみの向日収集日となっている岡崎と土沢地

区は、第 1月曜日が 1月 4日むため、当日は

可燃不適ごみだけを収集、資源再生ごみは収

集しないので、お照違いのないように。

※Z炉原、松が丘地区の方へ

第 1、 3金曜臼が可燃不適ごみの収集地区

となっている中原、松が丘地区は、第 1金曜
日が 1月 1目、第3金曜日が 1月15日と続け

て休日となる。このため、 1jヨ15日は可燃不
適ごみの特部収集を実施する。

郷土誌の紹介、販売

主催平塚市、平阜市教育歪委員会、

平嘩観光協会

1月14民側~ぬE!(!k)

簸時ごみ

年末"'12汚26臼 (ニと)まで収集

年始 1 fl 4白 (月)から正文集

内容パネル写真で紹介

会場前渓プラザ2

とき



a
も
l
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
、
お
正
月

に
は
9
0

と
い
う
歌
が
、
間
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

街
も
、
年
の
瀬
を
恋
文
、
費
、
さ
が
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
忙
し
く
働
い
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

魚
市
場
、
青
県
市
場
、
そ
し
て
一
ア
パ
1
k

な
ど
の
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七
百
閲
十
一

l

i

l

-

-

-

i

i

l

l

i

t

-

-

一
い
う
。
一
て
諒
査
の
う
一
へ
公
共
の
用
語
一
国
民
年
金
の
擾
一
業
所
に
つ
い
て
は
、
第
七
回
工
業
一
「
県
内
あ
て
」
「
他
府
県
あ
て
」

舎
利
用
が
あ
る
が
、
最
近
安
易
一
言

R
そ
三
一
マ
申
告
を
必
要
と
す
る
土
地
①
一
立
つ
道
路
と
し
て
の
嬰
作
が
あ
る
一
良
団
体
を
表
ノ
/
ノ
一
実
態
葉
調
査
も
併
せ
て
行
う
。
一
に
区
分
け
し
て
お
出
し
を
。

な

考

え

で

利

用

す

る

方

主

く

、

一

鑓

持

、

一

の

中

舎

を

一

昭

和

室

1
3
2登
1一
土
地
専
属
誌
の
羽
百
年
度
一
章
一
誠
査
員
が
お
伺
い
す
る
の
一
三
一
ま
た
私
製
は
が
き
や
封
書
を

本
来
の
救
急
業
務
に
支
障
を
き
た
一

e
-
}

一月
1
臼
ま
で
に
、
農
地
ム
林
主
主
義
震
い
と
な
る
。
一
今
年
度
自
民
年
金
普
及
推
進
一
ご
協
力
在
。
一
使
用
す
る
場
合
は
、
蓄
に
一
年

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
一
~
巾
内
に
事
務
所
(
皇
、
営
業
一
花
の
償
却
資
産
主
合
し
て
い
た
一
を
転
用
し
、
ま
た
は
住
宅
用
地
以
一
問
い
合
わ
在
、
重
量
士
一
月
間
に
あ
た
り
、
年
喜
及
活
動
一

E
Zせは
、
議
部
総
務
一
賀
」
い

救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
言
、
工
場
ぎ
が
あ
る
償
却
資
産
一
だ
く
こ
と
足
っ
て
い
る
。
一
外
の
宅
地
か
ら
住
宅
府
警
な
つ
…
器
(
内
線
一
一
八
八
)
へ
。
一
に
尽
く
さ
れ
た
支
(
法
)
が
一
課
統
計
普
係
(
内
線
一
一
一
四
八
)
一
な
く
。

次
の
こ
と
に
撃
し
て
利
用
し
て
一
言
君
、
毎
年
一
月
一
世
」
悔
は
一
円
一
口
(
昭
和
一
た
も
の
②
雪
山
と
向
品
開
一
議
選
継
続
農
地
一
表
彰
さ
れ
た
。
(
敬
称
略
)

川

比

四

劉

の

申

告

は

期

限

内

に

一

マ

話

相

詰

(

代

表

一
r

J

浮
ち

f
J

市
街
化
亙
域
農
地
の
号
、
納
一
と
野
宣
彦
)
、
大
久
保
納
税
貯
蓄

/
J
d
w
q

税
義
務
が
免
除
(
事
)
と
な
る
一
組
合
(
代
表
榔
泉
征
夫
)

長
一
期
営
農
継
続
農
地
と
し
て
の
認
一
マ
県
知
事
表
彰

定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
期
一
国
民
年
金
委
員
安
藤
君
代

限
内
に
申
告
を
。
一
「
久
領
堤
第
一
二
、
大
塚
利
明

マ
対
象
と
な
る
農
地
①
紹
粕
mu
一
(
本
宿
)
、
石
川
慶
二
(
長
持
第

年
中
に
地
目
変
換
等
に
よ
り
、
市
一
二
)
、
長
塚
敦
美
(
堀
之
内
第

箆
化
反
滋
農
地
と
な
っ
た
農
地
一
一
三
、
窪
田
俊
彦
(
広
川
第
一
一
)
、

②
認
定
農
地
の
所
有
者
が
死
亡
一
二
宮
美
機
(
神
戸
東
)
、
石
田
勇

し
、
そ
の
相
続
人
が
引
き
続
き
良
一
(
台
第
一
一
)

自践に利用できます

ただし、占F曹はできません
スター

とき

く〉見附合体害事館(電話31-3田 7)
・関税撞田 卓球、ハドミントン、ハスケソ

ト、軟式底球 (~16日制、ハレー (16時~)

• 12丹218(月)午撞 1時~午桂8時
1 丹11臼{丹) ノノ

・ 2 月25日(月) ノノ

(5) 

-中地区選抜試合

ー市内高校生選抜試合

バスケットボール

フェスティ

とき 12月20毘(箆)

ところ大原高校体育館

午前8時30分~午後4時30分

内容・中地区小学 4年、 5年、 6年生

ミニパスケットボ ル試合

1丹10B(詔)

午前9時スタート

主再 1区平塚競技土易 構内中学域 38km 

第 2fX構内中学校 繋「日新幹線子前 ，~. 7km 

宿 3広豊田新幹線予前 みず:王小学崎 4_8km

第 4lズみすぼ小学校前 古沢小学校 7 _Okm 

担 5民白沢小学校一山城中学問 7km 

全長 5区筒 31.0km 

閉会式山城中学校

主[l'J] 体育課電話31-3060

コース

く〉金f:Il公主主館体育童書(電話話)
司開祖親密 ハレー(9 時~13昨〉、ハ k ミ/

トン、卓球(13日寺 ~16時)、 ハスケ y ト(16

昨~20日刊、

'12丹21日(月)午前9時~午撞8時

1月18悶(月ノ

※ 2f.i汁の申 L込みは 1jj 6 II 9日子力、ら

ぞ今F索日ともラケソト、ンヤトル、

ル(玄各H持参を、また、 Iはき明運動く

つを用をきすること。



(6) 

一
l
竹
山
静
岡
県
田
万
部
一
大
坂
湯
ケ
島
一

一
町
」
」
船
原
一
一
一
心
一
ひ
ら
…

一
っ
か
天
城
山
法
(
議
語
C
五
五
八

一
八
七
一
(
〉
五
つ
こ
へ
、
申

一
し
込
み
を
。

一
な
お
、
通
常
の
申
し
込
み
は
、

て
ハ
か

E
刑
の
一
円
か
ら
受
け
H
U
U

一
て
い
る
。

一
現
布
、
宮
塚
市
で
は
、
主
将
の

…
ン
ブ
場
の
逮
設
、
露
天
風
見
心
建

希
望
さ
れ
λ
芳
は
、
往
復
は
が
一
設
な
と
の
副
腐
を
進
め
て
お
り
、

き
に
住
所
、
氏
名
、
震
活
長
ユ
守
、
一
来
包
の
夏
休
み
に
は
利
用
で
さ
色

人
数
、
宿
泊
目
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
…
予
定
で
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
、

つ

三宅貞子さんの作品(山下)

一
冬
の
仇
」
の
作
品
を
募
集
し
て

い
る
。
マ
鐙

う
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

を

Q

貸
し
出
し
の
対
象
は

Q

間
体
貸
し
出
し
は

読

A

市
内
に
在
住
、
夜
勤
、
在

A

額
体
と
し
て
利
用
す
る
場

での
ご
学
す
る
万
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
合
は
五
任
問
ま
で
、
一
一
一
か
月
以

る
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ

で

ー

ろ
ま
ま
た
、
市
外
の
方
で
も
、
自

Q

平
塚
に
隠
す
る
こ
と
は

い
者
自
に
本
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
の

A

一
一
一
階
に
あ
る
地
域
資
料
コ

ろ
竺
い
。
閲
覧
が
で
き
る
ο

I

ナ

I

の
、
判
」
利
用
売

が

疋

Q

借
り
る
特
必
饗
な
も
の
は
む
抽
出
盛
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
貸

悶
め
質

と

A

ま
ず
、
最
初
に
登
録
の
手
し
出
し
は

ゆ

ヌ

続

き

を
b

小
学
校
六
年
生
ま
で

A

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貯
件
は
こ
ど
も
案
、
中
学
生
以
上
は
ポ
¥
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
視
聴

書官

8

二
階
貸
出
案
で
受
け
付
け
る
。
党
機
材
の
貸
し
出
し
を
、
間
体

罰

Q

中
学
守
川
υm
上
は
生
徒
手
帳
、
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。

学
生
一
位
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
フ
ィ
ル
ム
は
上
校
時
間
…
一
一
時

提
示
す
る
と
、
利
用
券
が
発
行
問
ま
で
、
貸
し
出
し
は
七
日
以

さ
れ
る
。
利
用
券
は
五
年
間
有
内
、
機
材
は
二
点
ま
て
五
日

効
で
、
一
人
間
冊
、
二
週
笥
ま
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

@
川
川
柳
ご
利
益

(
3匂
ま

で

)

一

e

詩
現
代
詩

(
1
縞

ま

で

)

一

マ

応

募

用

紙

官

製

は

が

き

諒

一

は

原

稿

用

紙

)

守

一

日

一

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
、
夜
一

動
、
非
山
拍
手
の
T

万

一

マ
芯
専
h
制
限
門
川
河
口
日
(
本
)

三

事

事

実

雲

の

本

人

一

お

叶

川

一

量

産

誌

に

被

る

南

部

内

ご

一

四

三

L

一

と
に
は
が
き
を
使
用
す
る
③
か
一

F
J
F

校

訂

)

L

一

J

、

州

出

つ

鯨

校

館

校

館

校

校

学

河

川

目

f
一一

い
書
で
警
く
密
部
門
、
住
所
、
一
長
び
一
一
氏
学
民
学
民
学
学
小

i
p
l

山
一

氏
名
、
電
話
番
T
J
(

市

外

苦

手

引

一

吉

川

…

U広
一

m
u
川

心

~

一

口

問

九

一

九

二

は
勤
務
先
等
を
併
記
)
を
明
記
す
一
海
詩
九
百
域
間
金
ヒ
高
松
会
が
封
一
l
f
d

る

一

※

※

※

※

※

※

V

H

F出
一

ヤ
応
募
交
一
γ
制

沼

塚

市

浅

出

目

川

町

一

|

9
1
平
家
巧
教
育
器
員
会
社
一
[
〉
出
品
作
品
素
材
か
ら
手
づ
く
一
a

期
間
日
以
月
斜

)υ1幻口

一
会
教
育
課
(
内
線
五
七
烈
)
一
り
で
製
作
し
た
日
常
生
活
用
品
、
一
{
た
の
し
い
子
供
主
務
長
}

一

一

実

一

用

品

、

装

飾

凡

な

ど

(

書

、

絵

一

@

鰐

照

1
月
4
日
、
6
口

一

子

づ

く

り

展

一

厨

、

喜

一

、

費

、

貴

金

属

な

ど

一

宮

雲

絵

画

展

}

…

作

品

の

募

集

一

議

く

)

一

点

関

1
月
互
い
1

2

…

一

[

〉

規

格

縦

、

横

、

一

一

日

間

さ

が

各

1
一
{
観
光
文
化
時
一
}

@
俳
句
惑
発
、
冬
の
菊
、
東
嵐
一
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
救
窓
で
一
川
ル
位
ま
で
の
も
の
で
期
間

1
月
日
日
1
四
日

(

る

ま

で

)

石

、

夏

な

ん

で

も

子

づ

く

り

展

一

室

主

主

は

、

は

が

き

叩

一

+

怒

号

ャ

ラ

リ

・
短
歌
冬
の
雑
詠
(
2
鳶
ま
一
(
一
…
一
月
十
日
4
3
市町内フ一
7
7
)
に
一
住
所
、
氏
名
、
証
齢
、
織
業
、
H
U
h
-

↑

で

)

出

品

さ

れ

る

主

主

棄

す

る

。

一

品

名

〈

大

き

さ

、

重

な

ど

)

豆

半

央

公

民

需

民

ギ

ャ

ラ

ソ

一
記
入
の
ヨ
ヘ
一
T
m
山
平
塚
市
見
取
一
(
電
話
お
一
一
一
一
一
)

一町間以

1

平
塚
市
民
セ
ン
D
A
-
-

一
{
軒
閉
由
連
漠
・
ベ
ル
リ
ン
の
培
ゲ

一
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
一
一
プ
フ
ノ
テ
ィ
問
問
}

品
一
(
電
話
ロ
二
二
三
五
)
へ
。
一
・
期
様
ロ
月
時
白
yt

う
初
日

市
一
・
受
片
携
関

2
{日付
5
5
(金
)
一
門
平
塚
書
道
協
会
袋
一
ぷ
会
}

μ
一j
t
i
r
m
臼

(

木

)

一

・

期

間

1
月
9
臼
i、
口
白

一
一
一
¥
ペ
ー
パ
ー
コ
ソ
ソ
ゾ
一
中
央
公
民
館
の

土
品
一
ド
ザ
一
一
広
一
万
一
休
館
長
官

側

一

六

鳴

も

駒

U
一
中
央
公
民
語
、
十
二
月
一
一
十

i
l
l
l
-

一
七
日
(
日
)
か
ら
一
月
五
日
(
火
)

・
十
巾
民
プ
ラ
ザ
(
電
話
お
六
一
一
一
一
ま
で
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
。

二

九

)

一

な

お

、

こ

れ

に

よ

り

一

月

の

一

{
こ
の
指
と
ま
れ
こ
ど
も
げ
き
…
括
受
付
臼
は
一
月
六
日
(
水
)
と

じ

よ

う

}

一

な

る

の

で

、

ご

注

意

宇

も

・
期
崎
町
立
月
げ
日

imω
臼
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館

{
ひ
ら
つ
か
あ
ー
と
つ
ど
い
展
}
一
(
電
話
お
一
一
一
一
一
)
へ
。
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(クリスマス・お正月向き)

密告いトランプゲーム 松田道弘

新社交ダンス教碍 日向省ニ

ダンス入門 萩注言葉子

きものの着つけと帯結び

車問ゆき衣

花岡勉

大橋栄二

長谷部会日台

斉藤忠夫

本谷滋子

飯巴楳雪

塩月称栄子

有吉保

ノノ

マミ固 111崎
;J 

よそおい入門

やさししポロ凧

ながーいしつぼの凧

江戸畑絵史

おせち料理

フォーマルウェア'87

コサージュ

現代きもの冠婚葬祭

フォーマルウエア事典

四季の茶花(下)

百人一首

クリスマスブック

キャンにノレを楽しむ

手造りで迎えるクリスマス

インテリアの花

おもしろ福引きアイデア集

立J!!談ブ

年賀状ス3イJレ500選 1988年版

手造り年賀はがきアイデア集

す子供クリスマス大会

キぉントルとヶームご遊ぶ。 ι竺右民コ出〉

。第j コ 12}-i20日日付

考自子子~16ヨ寺

者ミ 完売と子 JOOノ¥

古新毒事のつどい

/J、ながお青年三行動計画の;家庭 j について

考える，申J2主禦[>

[~手 l 月 5 火) 15~1孝~6 ホ) 15 

任キ (ょ宇治 2日〉

会場県江婦人総合センタ」

ー対象育公 20人

参唆実費賞担

官水主義喜霊』こ章呈しもう

水墨画を藁曜から学ぶ。〈申i込ム常市制l日1
口程 1 月日~3 f-月守 2担4 日む笹i週圏木稽日

(毎月第，"、曜日を捨く〉全8巴
時間ょ8時3C分~2J持

対象者年 20人

材料費 1，OOC円

台休館自 毎週月曜日、 12月 29 日 ~1 月 4t3

カ青山年金提

守桟問問了12--41 竜言者32--7029

(クリス rスの洋ζ)

サンタクロ スが酔っぱらつ

長崎穂之lYワ

ム杉との3 リスぞスカード 松苔みよ子

緊者のおくりもの オー宅ヘンリー

ゆきのデシュメ アンゾJレク

マッチ売りむ少女 アンテルセン

なるほとクリスマス舟誕前 ロピンソン

ブνゼン入のないクυス Jス
L :¥II.オルダン

ツリのない家 ゲイル，ロック

クソスマスのうさぎさん

ウ--{}レとニコラ

イヴァンガンチェフクリスマス列車

台関額時間

-貸出室、参考京 9時~工6時50分

こども室火~土曜日 日時時50分

日曜日 9 時~16E寺分

合体舘呂 革週月曜日、月四日~l 月 4 日

1月日

食器奇襲安音 字削桟間町12---41 電話3J 日

察する。

ー期8 月17日(日)雨天中止

・時間 9 時~lEト時

・会場平塚市土麗~中井町遠藤鼠付近

申し込み 1月 5El (火)までむ往復はが

きで。希望者多数の場合は抽せん。

台体舘尽 笹週月瞳日、 12月四日~1 月 4 日

i月15日

公樽物舘干 254~唆関町 12-41 電話 33-5111

す特集叫ナンタさんがやってきた、

こども室では、クリスマス特集 (12月 1日

~25日)として、クリスマスを扱った絵本、

読み物を賞し出している。

こども室は 0蔑から本が培りられるので、

登韻を。発行された利用券で、 l人 4冊ま r
2週賢官音りることができる。

官寄員曽品コーナー「鍬と万能j

主に市内で置さつれていた鍬{くわ)と万能

(ほんのう)争、鍬田製作工程を展示。

・期間 12月 18 (火) ----27日(巴〉

古盤を見る会「墨書龍星塁間を見ょうj

秋から冬の星亜の中にある星雲や星団を、

望遠鏡で眺める。〈書加富由〉

・期日 1月四日(火)

・時間口時30分~19時

・金場博物館科学教室、撞上

官自然餓察会

丹沢を眺めながら、冬越しの虫や撞物を観



〈ア〉

@イ采憧センター

平環市中盟34-17 電話34-~031l

C平:嘩探曜所

平塚市豊原町 6 電話32--0no

〔イ盟別接京童]

轍対象 満3か月以績ノ桁椅む訊幼

泥

盤控種jJ同 開業医、晴男λしご接種で

ぎる。主治医とご相訣を

盟料金無料

翻保険証、母子健躍子帳そ持今

{集包接撞]

盟第l期 魚(ま2成以歳未満の

現力、ら出墨住宅0)弓間以弱ーコi

受ける

開第2跨l 塙 l期の3C'o'][:ゴの持種臼

ら以年6か月以允にl位l受け
る

圏日時 12月18日 午後 i時30分~
3託子

盟会場保健センター

臨対象乳幼児

醐相談日 毎週パミ曜u
輯時間守前 9 時3D什~lO時30分

轄会場保健センター

国内容 イ広三重出定、常費、病気、青

て力、 予防J接種のことなと

覇母子健廉手帳を持参

消費生活モニター30人によるlUlの平均価格
一一一一一一一寸一一一一一一γ一一一一一「一一一一

規格

3kg 

2.65kg 

サラダ油 700g 

しよう油 11

A江工竹V:と|印m41櫨鹿入
臨肉l肩 l凶00抱g 
鶏 卵 IMIO{酒入
まあじ i丸 1∞g
じゃがし、も 1kg

みそ 1kg

貴パン斤

マーガリン 225g入

第15田市民合唱祭が械かれる。みなさんぜひご銭愛を。

く〉とき 1汚178(滋)袴競演

く〉ところ市渓センターホール

l 平瞳混声合口呂田 12. l畳釆ロロ←ラス

2 湘南ミロウァデ 13. コールスワン

3. ポコ・ア・ポコ 14. ニゴールグレース

4 く る・はろーん 15 コールみなみはら

6. コ-)レ q シルパ 16. コーラスみずほ

6 まどかコーラス 17. コ-)レなでしこ

7 バーJレグループ 18. 平場児童合唱担

8. コールそれいゆ 19 コー口カブローノ

9 あゆみコ Jレ 20 桜美会

10。コルポピ 21 花水小PTAコーラス
11 コ ル美里 22 冨土見台病院コーラス

23φ 金田フラワーコーラス

24 平嘩三か年少女合唱毘

25時平蝶コーノレグリーン

26ーさきとりマミーコ-)レ

27.花水エコー合唱部

28 ふじみ野コ ラス

29 コ ルマルンブルー

30 湖南コ ルカンパニネラ

31 フラワーコーJレ

①犬在費主主歩させるときは、必、ず「ふんの始末jと、

「事!き網の驚ffjJをしよう。
①犬の主主し宮司いは危険なので、絶対にやめよう。

担当環境部健康課

妊据中の心得、栄華むとり方、車

ちゃんの育て方、安産のために必要

な知識や体操@呼眠法などを学ぶ。

主治医0)許可を得てから害加を。

覇前期〈妊娠6か月まで白川
・2月 6口、 11口

盟後期(妊据 8か月以降oJjJ
• 1)弓18口、日
癒時間午後 l 時30分 ~4 時

語審会場 保憧センタ

盟申し込品 当日直接会場へ

関母子健溝手帳、筆記用具、スラジ

クス(6 と18日)、さらし ζ 裁謹
道思 (112) を持事

覇対象 J哉 6か月までのご
醐会場 、v塚保住所
輯相談に lf1il口、日目、
盤時間乍前 9rl4~ lOH手(受付)

韓関し込み電話で平時保怯所へ F
約する
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公
民
館
館
内

職
員
〕
小
説
時
の
留
守

番
等
を
し
て
も
ら
う
管
理
人
を
募
揮

す
る
。
マ
勤
務
場
所
横
内
公
民
輯

中
手
当
月
額
二
万
六
千
百
円

マ
管
理
人
霊
木
造
軍
事
車
二
て

マ
入
臨
泊
予
定

2
月
中
旬

マ
応
募
潰
桔
市
内
に
住
む
満
田
議

以
下
の
婦
人
で
、
配
偶
者

r
dみ
込

み
可
能
な
方

応
募
さ
れ
る
方
は
、
日
月
白
日

(
金
)
ま
で
に
、
履
歴
書
(
写
真
添

付
)
を
社
会
教
育
課
社
会
教
育
部

(
内
緯
五
二
思
)
へ
ロ

・
面
接
臼
日
月
間
日
(
土
)
午
前

日
時
社
会
教
育
品
開

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
を
藷
望
し
て
い
る
女
性
を
対
象

と
し
た
講
習
会
を
開
く
。

{
A
H
薮
技
構
議
欝
}

マ
日
程

1
月
四
日

1
2
月
抗
日

一
回
日
間
)

・
時
間
午
前
回
時

t午
後
3
時

マ
内
容
老
人
、
身
体
障
害
者
の
介

護
に
必
要
な
技
荊
の
習
得

マ
定
員
白
人

£広報ひらつか第 43ア器

〔
和
文
タ
イ
プ
技
栴
講
習
}

ヤ
日
程

2
月
n
B
1
2
月
四
日

(
民
自
問
)

・
時
間
午
前
日
時
1
午
後
3
時

マ
内
響
初
融
和
文
タ
イ
プ
忽
辱

マ
定
員
日
人

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
同
セ
ン

タ
ー
婦
人
労
働
部
(
電
話
。
四
六
六

計

一

二

内

糠

五

回

二

)

へ。

つ
ど
い
開
聞
く

県
以
諸
問
南
者
青
少
年
の
家
で
は
、
湘

南
な
ぎ
さ
青
年
の
つ
ど
い
肝
を
開

ノ
¥V
B
程

u-月
お
臼
(
金
)

h

寸前
9

時
回
分
3
回
日
(
土
)
午
後
4
時・

1
泊
2
日

マ
対
車
中
・
高
校
生
、
普
年
間
人

マ
内
容
講
溝
、
キ
ャ
ン
N
ル
フ
ァ

イ
ャ
1
、
ア
フ
夕
、
キ
ャ
ン
ド
ル
、

青
年
活
動
尭
表
、
も
ち
つ
き
雑
煮
式

会、

3
分
間
〔
マ
イ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
ほ
か

マ
申
込
期
限
日
月
目
白
(
水
)

守
幸
加
料
無
料

中
間
い
舎
一
む
せ
先
県
立
市
南
青
心
ノ

年
の
家
(
大
磯
町
高
麗
2

H

m-
電
話
担

l
O
六
七
六
)

閣
開
放
モ
ニ
タ

i
募
集
干

県
で
は
、
県
の
仕
事
に
対
T
Z
蚤

見
や
提
案
な
ど
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
昭
和
田
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
藁
ず
る
。

マ
募
集
人
員
百
五
十
人

マ
募
集
期
間

1
月
日
日
(
土

)
1

して

募
集
期
凋
は
、
問
丹
、
八
月

お
よ
び
一
ロ
け
て
そ
の
一
月
の
広

2
月
日
日
(
月
)

マ
資
格
回
競
以
上
田
県
民
(
公
務

員
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ

る
方
お
よ
び
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験

さ
れ
た
方
は
除
く
)

マ
内
容
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

出
席
、
県
政
の
特
定
テ
ー
マ
に
対
す

る
怠
見
白
提
出
、
県
広
報
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

マ
謝
礼
年
一
万
七
千
円
以
内
(
活

動
実
繍
に
よ
り
異
な
る
)

マ
任
期

1
年

問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
県
民
課
広

聴
鉦
(
電
話
凶
O
四
五
i

一一

O
一

一
一
一
内
綿
一
二
三
五
七
)
へ
。

家
計
簿
の
つ
け
始
め
た
き
っ
か
け

や
、
体
験
誌
の
作
文
を
募
集
し
て
い

る。マ
原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚

以
内
(
簡
単
な
月
別
支
出
内
訳
表
を

添
付
ヲ
)

マ
締
め
切
り

2
月
末
日

応
募
さ
れ
る
方
は
注
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
竜
話
番
号
、
家
践
と

の
続
柄
、
家
計
揖
記
帳
年
数
を
記
入

の
う
え
、
一

T
m横
浜
市
中
区
日
本
大

通
り
l

県
庁
県
民
部
消
費
生
活
課

(
電
話
。
四
五
一
一

O
一
一

一
内
組
三
五
0
0
)
へ。

税
務
会
計
の
理
論
と
記
端
接
を
習

得
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
が
問
聞
か
れ
る
。

4月、S丹、 lflの3殴募集

報
ひ
ら
つ
か
に
掲
載
し
ま
す
。

前
回
の
秋
顎
巾
民
本
学
講
座

で
は
、
問
問
仏
尼
の
十
六
夜
臼

託
、
地
球
の
光
と
影
(
オ
ー
ロ

ラ
か
ら
ゆ
主
由
へ
)
の
二
講
療
が

開
か
れ
、
次
回
は
、
一
月
に
募

集
す
る
冬
期
市
民
大
学
講
座

で
、
和
泉
式
部
日
記
、
相
朝
鮮
半

マ
コ
ー
ス
名
や
さ
し
い
所
得
計
算

と
申
告
書
作
成

マ
日
韓
1
月
四
日
(
火

)
3
3月

8
日
(
木
)
白
目
白
間

・
時
間
午
前
8
時
日
分
1
ロ
碍

マ
~
昆
員
却
人

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
白
時

1
月
日
日
(
月
)
午

前
9
時
1
9時
回
分

・
場
所
県
立
藤
決
高
等
職
業
技
術

枝
(
持
沢
市
川
名
一
一
九

O

一
了
電

託
。
白
六
六
話
一
四
二
五
)

・
持
害
す
る
も
の
印
鑑

年
末
に
お
け
る
法
務
局
の
畳
記
事

務
は
、
日
月
詣
日
(
月
)
ま
で
取
り

扱
う
と
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
刻
は
登
記
Z

事
務

が
急
激
に
増
大
U
、
相
当
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
白
で
、
後
記
申
請
お
よ
び

畳
記
樺
の
騰
本
，
抄
本
・
憶
覧
・
印

鑑
証
明
等
の
請
求
は
、
お
早
め
に
。

詳
し
く
は
、
横
浜
帥
ど
刀
法
務
毘
輯

務
課
(
電
話
。
四
五
六
回
一
七

四
六
…
内
組
問
。
一
一
)
へ
。

地
域
育
児
セ
ン
タ
ー
一

平
理
保
育
園
(
平
理
市
宮
の
前
4

l
u
・
電
話
目
。
一
一
一
一
七
)
で

は
、
乳
幼
児
等
の
育
児
や
養
育
に
つ

い
て
白
相
談
を
空
け
る
、
地
域
育
児

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。

マ
相
談
呂
巴
曜
問
、
祝
祭
日
を
除

く
毎
臼
(
要
予
約
)

時
間
午
前
日
時
1
午
後
5
時

邑
聞
の
歴
史
、

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
中
央
公
民
館
で
は
、

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
も
市
民
大
学

講
座
と
同
機
に
開
講
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ

い

。

〈

中

央

公

民

態

マ
電
話
担
2

七
七
七
一
(
相
説
専

用
)県

立
小
田
原
高
等
職
業
扶
術
枝
で

は
、
昭
和
田
年
度
前
期
男
女
訓
韓
生

を
募
集
す
る
。

マ
募
集
職
長
美
容

(
1
か
年
・
別

人
)
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

(
6
か
月
-

m
人
)
、
食
品
サ
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ス

(
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か

月
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叩
人
)
、

O
A
事
務
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1
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年
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人
)
、
摂
理
事
務

(
6
か

月
・
山
人
)

マ
受
付
期
間

1
丹
江
臼
(
〔
丹

)
1

3
月
5
日
(
土
)

詳
し
く
は
、
陪
高
等
職
業
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術
校

(
電
話
。
四
六
瓦
泊
二
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七

五
て
ま
た
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平
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共
職
業
安
定

所
(
霊
異
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4
1
0

一0
0
)
へ。

噌

』

(
敬
称
略
)

マ
社
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福
祉
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金
へ
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示
会
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円
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同
人
会
一
千
円
、
大
門

一
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郎
育
て
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会
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万
円
、
花
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兼

莞
八
一
万
五
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百
十
一
円
、
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フ

4
4
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ム
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む
り
五
万
円
、
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神
せ
い
七
千
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百
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寸
五
円
、
熊

沢
武
司
七
千
円
、
高
橋
喜
一
一
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郎
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百
九
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九
円
、
相
槙
蚤
の
市
実
行

唱
員
会
一
万
円
、
ひ
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つ
か
カ
ル

チ
ャ
ー
事
業
実
行
吾
員
会
六
千
四

百
一
一
ア
十
円
、
湘
南
中
央
広
告
長
一
前
協

会
九
千
二
一
百
八
十
円
、
県
自
転
車

高
協
同
組
合
平
塚
第
2
支
部
戸
一
千

円
、
平
塚
左
官
組
合
二
千
七
百
八

十
七
円
、
半
壊
塗
装
看
板
業
組
合

二
万
二
一
千
五
百
六
十
円
、
県
中
央
印

章
業
組
合
三
百
六
十
円
、
湘
央
表

具
内
装
協
会
三
千
五
百
七
十
二

円
、
平
塚
建
具
協
同
組
合
二
万
二

千
三
百
円
、
平
塚
建
築
援
金
組
合

二
万
泊
千
六
百
六
十
円
、
県
紳
士
・

婦
人
・
子
世
服
纏
製
工
業
組
合
三

万
一
千
八
百
円
、
早
川
金
次
五
1

円
、
政
川
友
治
二
万
円
、
中
村
信

五
郎
一
千
円
、
つ
く
レ
看
護
婦
家

政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
ラ
タ
ン

会
・
ふ
じ
八
千
…
一
河
内
、

T
-
Y

二
万
円
、
老
人
セ
ン
タ
ー
利
用
者

一
千
六
百
一
一
十
一
一
円
、
三
浦
雪
保

十
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円之宮公民館、 13時 ----15時

八幡公民館/24日10時--158寺駅北 [J/26日10時~

15時紅谷パてJレロ に筒口_/28610時---15時駅

北口//1fC!日 10時~15時駅ゴ乙 []/6 f-31C 時~15

時駅南 J/13FJ13時~15時ウスミハム株式会社

駐車場

東海六学

131本、平塚鵡業高校812ド、，cJ寸岳製作所177本、パイ

口ツト万年筆労組85革、フラステク44本、ノ勺℃工業

40本、平成留学校21本、八重量椿本舗2ヨ本、平塚農業

高校82本、キZ塚江南高校74木、高浜高校132本

キャノン79本 合計1，093本

雪雲 T装芸哲三与宅ぉ主苦手 __ /.Ii輔ら T 芝号室量妥 τ長話号義喜父
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ベみ却はとへにた 4 ん め痛 i交唱拐ごL必3:IIoj鴻 llls，，--;〆 、たい、で宇おれと、どfj-G

ζぢ言語ぞ皇吉良章民 主皇霊長ヂ法調路釜石義警を汽苦言包互主空三
りて宿りは 1意まい供そ う由よー--lt 'f:::::".ペ }r~ 校 憶やJて穏んのこなかイ共る

5EEf主主主忠5毛 足手議壊鰭鵠?討議譲事 言七勇経子定義号きぷ
つ、りた探い。をうは り校引い.地a 品;:"，_ ...:c)>.年 りてよレ漁。大だてろう
てお、。りお白考接じ まを t~ill :~主義ぷ同長葉通ご まもうく郎 きっちにこ

でに T供しに つも誘テ と可噛駅匂務'喝鞠討、輔F 社れ とに T っ つりなるい
すな君とつ、 T て二つレ笠芭 教管研究所(33)5535 品なお考う君ておた、らよま
。るかのかお君い人玄ピ主主 jJ 一 保い父えつにこ父りお b うし

2義ZEき宗主Eせ童室長 お父さん 急雪三ZJ富沢完主雪55え
ま哲宮古告書宅需奇雪空主陪君 ばけせにさす専をはさ旨京芸民主企弱 q藍
ぞ三突事号室竺主主主雪宅望主主主 R5守完 t主主亡葉会主交益事宅窓ZRE 
たの切さ百つ 鵠 fi理ーすもかで亡とれ姿え自が時が 受なしに昔った通じ
父さ、分か を物場緒。1:わ、たがばを 2工分、々す っ父子三向、てつりこ
う続を子をけ イ乍』こにに つる T 0 んい見社がま会ぐ か親 か いたにも

犬、ねこの巡回収容
県動物保護センター(電話58~34日)では、

今回も改の日程で飼えなくなった犬、猫の巡呂

収容を行う。

当呂、犬を出される方は印鑑、犬の麓札、注

射捧票、霊犬手帳を持書し、舗については、

麻袋かダンボール箱に入れていただきたい。

なお、収容準の停留時間は10分間。

また、犬、描についての苦構、相談や野犬の捕

撞慌頼も問センタ へ。

1月9B (土) 1 fl30臼(土)
9 : 00 松原公民館 9 凹神田公民館

9 : 20 讃賀公民揺 9 : 25 大野公民轄

9 : 40 花水公民館 9 : 50 豊田公民舘

10: 00 1富士見公民館 10: 10 城島公民館

10: 30 中原公民輯 10: 30 金田公民館

10: 55 坦公民鯖 10: 50 岡崎神社前

日 15 吉沢公民鮪 : 11 : 10 金日公民館

27i日開;口戸iiiii;:;jiiiiii;zi:;1i;誌
がhzi;H233討委 Rて1854i;町142HdZと年
目号、詩hF主主μ長31毛主勺ミ長足 さ説。見が自主き 日
?訂33之官号畿輯輔麟麟麟鱗鞠麟鱗麟麟欝者三号iEiSE 
ii111i戸長麟盤欝野湾挙鞠麟iiz!?iEiiiiE
江EtH225;盤輔麟島義 d藤;玄轟麟欝正日起百訂重た
肝註222引き麓轟轟轟竺擁壁参議離麟欝訂戸持ア持率
?f待望主義 25長欝離轟騒験轡警審議麟輯襲撃772i売221!
詰 ii昨日常一一一雪開iHii;iE 
ifg日訪問甲山;dgS22122可計三主;ZHEFiz喜52t守自民意。主主室長ょを。Hi2233主;き 5222z
廃 主出包京宅て 荷量主き大ど 長」空寿喜 完 売君主長見主ム 会て 毛主 ミC日


	マルチ 119
	マルチ 120
	マルチ 121
	マルチ 122
	マルチ 123
	マルチ 124
	マルチ 125
	マルチ 126

